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327．高 齢者 に お ける歩行 テス トによ る全身持久力 の
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328．高齢者 に お ける身体 運 動 量 と全身持 久 力 との 関 係
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　 （目 的）全 身持 久 力は 健康 関連 体力 と して 重要 な体力

要素で あり，そ の 維持お よ び増進 は高齢 者 を対象 と し た

運動処方の 中心課題の 1つ で あ る．高齢 者が 身体的に 自

立 し た 生活を送る た め の 能力 を評価す る方法 の 1つ に，

ある 動作 を実際テ ス ト項 目 として は，安 全性，簡 便 性 な

どを満足する 歩行テ ス トが適 して い る と考 え られ，様々

な 歩行テ ス トが実施 され て い る．本研 究で は，高齢 者に

お ける 歩行能力 を妥当基 準 と し，文 部 省新体 力テ ス トに

お ける 全身 持久力テ ス ト項 目で あ る 6 分 間歩行テ ス トの

妥当 性を検討 する こ とを 目的と した．

（方法）被 験 者 は，60−80歳 の 高齢 者男 性 32 名，女性

87 名の 合 計 119 名 で あ っ た，測定項 目は，ダブ ル プロ

ダク トブ レイ クポイ ン ト （DPBP） 時 の 仕事量 （watt ）
　　　　　　　　 ，
と心拍数 （HR ），VO2  

， 歩行 速度 ，歩行パ ワ
ー，

歩行 ピ ッ チ ， 歩行 ス トライ ド，階段上 り 歩行速 度，階段

下 り歩行 速度，6分間 歩行テス トの 計 10項 目 で あっ た．

ダブル プロ ダク トは心 拍数 と 収縮期血 圧 の 積 の 閾値 で あ

る．テ ス ト項 目 と構成概念との 間の 関係で ある測 定 モデ

ル お よび構成概念下位領域間 の 関係 で ある構 造 モデル か

ら，6分間歩行テ ス トの構成概念 妥当性 を検 証 した．手

続き は 1）探索 的因子分 析 によ る歩行 能 力 因子 の 抽出，

2）検証的因子分析に よる歩行能 力の 測定 モ デル の 検討，

3） 二 次 因子 分 析 に よる歩行 能 力 の 構 造モ デル の 検討，

4 ） 共分 散構 造 分 析 による 歩行 能 力 と 6 分 間歩 行テ ス ト

の 因果構 造 の 検討 で あ っ た．

　（結果 と考 察）探 索的因子分析の 結果全分散 の 85％ を

説 明す る 3 因子 が抽出 され，階段昇降能力，移動能 力 ，

全 身持 久 力 と解釈 された．二 次 因子分析の 結果，歩行能

力と下位領域との 間に 0．5以 上 のパ ス 係数が認 め られ た，

二 次 因 子 モ デ ル の 適合 度 は GFI が 0．986 ，　 AGFI が

O．928 と 高 い 値を示 した．共 分 散構 造分 析 の 結果，歩行

能 力→6 分間 歩行テ ス ト問 に O．94 の 高い バ ス 係数が 得

られ ，6 分間歩行テ ス トの妥 当性 が確 認 された．
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　 【目的】高齢化社会が急速 に進 ん で い る現状 に おい て，自

立 した 生活 に 必 要 な体力水準を維持する ことは 極 め て 重要な

こ とで ある．加 齢に 伴い 身体的諸機能 は徐 々 に 衰えて くるが，

年 齢 に 見 合 っ た全 身持 久 性 体 力 を保 持 ・増進 させ るこ とは 非

常 に 重 要 なこ とで あ る，一方 ，高 齢 期 にお い て運 動・ス ポー
ツ

の 実施 に は 安全 面 で の 配慮が 不 可 欠 で ある．そ れ 故，比 較的

手 軽 であり，安全 に実施で きる運動
・
ス ポー

ツ の
一

っ として，歩

行 が あげられ る．人間 に とっ て 基本的な 運動で ある歩行 は 単

な る移 動 手 段 だ けで はなく，日常の 買 い 物か らレ ジャ
ー

として

の ハ イキ ン グな ど，各 個 人 の ライフ ス タイル に関 連し，多くの 日

常場面に組 み 込 まれ てい るこ と「身体 運 動 」であ り， 全身持 久

性体力の 指標 として 捉 えるこ とが で きる．本研 究 の 目的 は，習

慣的 に 運動教室 に 参加 す る 高齢者 にお い て ，日 常生 活 の 身

体運動量の 変化 が，全 身持久 力に 及ぼ す影響を検討するこ と

で あっ た ．

　【方法1被験者 は，週 2 回 の 運動教 室 に 参加する健康な男

女 36 名 （64 歳 ± 6．19）で あ っ た ．全 身持久カ テ ス トに は 文 部省

新 体 力 テス トの 6 分 間 歩 行 テス トを用 い た ．運 動 教室 では，健

康運 動 指導士 の 管理 下に お い て L日が 筋カトレ
ー

ニ ン グ，もう

1日 が 特久 的 トレ ー
ニ ン グを実施 して い る．身体運 動 量 は各 自

歩数計（ス ズ ケン ，Kenzカロ リ
ーカ ウン ターセ レクト2）を用い て，

1998 年 11 月 か ら1999 年 12 月の 期間中，毎 日記録した．1998

年 1⊥月 か ら 1999年 6 月 まで，1999年 7 月 か ら 1999年 12

月 まで の 2 期問にお ける身 体 運 動 量 の 変 化 か ら 3 つ の 群 に

分け，各群に お ける 1999 年 7 月 と IZ 月の 6分間歩 行 テス ト

成績を対応の ある し
一
検定を用い て 比 較検討した．

　【結 果及 び 考察】約 60 週閔 にお ける身体運動量の 変化か ら

増加 群（12 名），減少 群（9 名），維持 群 （15 名）に 分類した．2

期開 に お ける 歩行 テ ス ト成績 は 減 少 群，維 持 群 ともに 増加 傾

向が み られ たもの の ，有意な 差は 認 め られなか っ た．減少群 と

維 持 群の 両 方で 歩 行 テ ス ト成績 に，増加傾 向が み られた の は，

運 動教室で の 持久的 トレ
ー

ニ ン グの 成果で ある可能性が大き

い と推 察され る．

　
一

方 ，増 加 群 に お い て歩 行 テス ト成績 に有 意 な増加 が認 め

られ た （P＜ 0．05＞．これ は 運 動 教 室 で の トレ ーニ ン グを含め た

日常生 活 に お ける身体活動量 の 増加 の 成果で あると推察され

る．従 っ て，高 齢 期 にお い て は 習慣 的 な運 動 ・ス ポーツ 活 動 を

基 本 として ， 日常生 活 全 般 に お ける身体運 動 量 を増加 させ る

こ とに よっ て ，全 身 持 久 力 の 維 持 増進 が可 能 で あるとい える．
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